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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

豆類は、ミャンマーでは米に次ぐ主要作物で、外資収入としても経済的に重要な地位を占める。一

方で、豆農家は病虫害や作物の被害を引き起こす気象条件の不確実性に直面している。栽培期間中

の不確実で不規則な降雨は、人間が制御することができず、豆生産の大きな制約となり、農家にとって

の圃場管理を難しくしている。したがって、本研究では、ミャンマーの多雨域である下ミャンマー、および

乾燥域である中央乾燥地帯での気候変動を考慮した農家の生産効率を明らかにすることに焦点を当

てている。さらに、この研究は、気候変動による農民の被害に対する可能な是正措置として、損害賠償

保険プログラムの導入を検討することを目的とする。そのため本研究では下ミャンマーと中央乾燥地帯

の豆農家に対し、のべ 1,100 件以上の対面調査によるヒアリングをおこない、農業統計や気象統計を参

照し、それらのデータに基づき確率フロンティア分析や選択行動を分析するロジットモデル等を適用し

考察を加えた。 

まず、技術効率の分析により下ミャンマーでは豪雨被害後の豆類の播き直しが生産性と技術的効率

を確実に向上させることが分かった。一方、中央乾燥地帯では、開花期に降雨量が多くなると子実の定

着が促進され、結果的に生産性が向上する。このことは、乾燥地域では干ばつが起こりやすく、農家に

とって水不足が最も深刻な問題であることを示している。本研究では確率フロンティア関数に気象関連

変数を組み込むことにより、生産効率性のより正確な結果を得ることができ、技術的効率の過小評価を

回避できることが示された。 

また、ロジットモデルを利用した気象指標ベースの作物保険プログラムに対し、両地域の農家の

80％以上がこのプログラムに参加したいと考えており、損害保険に対する十分な潜在的市場があること

が判明した。本研究により、気候変動による生産の不確実性に対する損害保険への需要が見いだせ、

今後の作物保険プログラムの制度立案に資する結果が得られた。 

以上要するに、本研究は、ミャンマーにおける豆生産農家の生産効率を気象要因との関係から考察

したもので、気象被害リスクに対する農家の行動について重要な知見が明らかになり、熱帯農業の発展

に寄与するところが大きい。よって博士（農学）の学位を授与されるものと判断される。 


